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事業内容
自動車プレス部品の製造

06 秋田のみなさん、こんにちは！

「本社ではトヨタ系の車両を中心に様々な部品

を製造しておりますが、中でもATパーキングロッ

ドのシェアは100％。大規模災害時等においても

国内での安定供給を維持するため、生産拠点を分

散させる必要がありました」。

ATパーキングロッドとは、AT車のシフトをPレン

ジにしたときに、車輪が回転しないようにトランス

ミッション内部でロックするためのもの。確実に車

を制止するためには欠かせない部品で、不良は決

して許されない重要保安部品に位置付けられる。

「秋田は大地震を始めとした災害リスクが低く、

北名古屋市にある本社との交通の便も意外に良

い。懸念していた冬期間の物流も除雪がしっかり

しているため問題ありません」。

設立当時は10名程度だった従業員も34名。横

手市近郊の学生やAターン、別業種からの転職者

等、様々なメンバーが集うが、長年培われた研修

制度により、誰もが第一線で働くことのできる体

制が整っている。2017年夏に秋田に赴任した山

中業務執行役員も「秋田の人たちは仕事にしっか

り取り組む真面目な方が多い。おかげで生産量も

順調に推移しています」と笑顔を見せる。

国内初の生産拠点
現在、秋田で生産しているのはATパーキング

ロッドのみだが、今後は本社同様に、他の部品の

生産も開始する予定だ。

「アジア圏を見渡すとまだまだMT車が主流。こ

れらのAT車への切り替わりを見据えた増産体制

を整えなければいけません。そのためにもまず、

秋田は部材の現地調達を含めた生産拠点として

の自立が必須です」。

その第一歩となるのが年初に報じられた県内

企業（東京端一、太平化成工業、秋田化学工業）と

の連携。工程ごとに各工場で製造し、県内供給網

の構築を目指す。

“良いものづくりはひとづくりから”。北名古屋市

で日本のものづくりを100年間支えてきた技術

は今、手を取りあいながら、遠い秋田の土に根差

し、息づこうとしている。

秋田で自立するための体制整備に向けて

大橋鉄工秋田  株式会社

いつもの毎日を支える技術
日本のものづくりを受け継ぐ
人材を秋田から

秋田自動車道横手IC付近、横手第二工業団地内に位置する大橋鉄工秋田株式会社は、トヨタ自動車(株)の
Tier1（完成車メーカーに直接納入する一次サプライヤー）である大橋鉄工(株)（愛知県北名古屋市）の関連会社。
トヨタ系Tier1としては県内初の進出であり、大橋鉄工にとっても国内初の生産拠点新設となった。
2017年2月から稼働開始。トヨタ車においてシェア100%を誇るATパーキングロッドの生産を行っている。

秋田のみなさん
こんにちは！
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コラボセミナー＆無料個別相談会
求人票の有効活用で
採用率アップセミナー

秋田県よろず支援拠点＆北海道よろず支援拠点

中小企業・小規模事業者の「人材確保」に精通した
「人手不足対応広域アドバイザー」による講演

開催
内容

中小企業・小規模事業者において人手不足は深刻な問

題であり、全国47都道府県に設置されているよろず支援

拠点においても、昨年から人手不足に関する様々な相談

に対応するべく「人手不足対応アドバイザー」を配置して

いる。その中でも、特に専門分野ごとの人手不足対応に

精通した相談員を「人手不足対応広域アドバイザー」とし

て選定し、地域を越えた活動を行っている。

秋田県よろず支援拠点では2018年12月21日、秋田

ビューホテルを会場に初めて北海道よろず支援拠点と連

携し、人手不足対応広

域アドバイザーの島畑

知可子氏による『求人

票の有効活用で採用率

アップセミナー』と題し

て講演を行った。

拡大する人手不足の課題解決へ
証券会社や年金機構事務所勤務を経て、社会保険労務

士事務所を開業した島畑氏は、人手不足を解消するため

には、企業側が、「ヒト（採用・定着・教育）」と「シゴト（ムダ

の排除・IT化・機械化）」それぞれから多角的な視点を持っ

たアプローチ方法が必要と説いた。

その中でも特に今すぐ実践できる方法として“採用”の

初期アプローチである求人票の効果的な書き方を紹介。

ワークシートや実際のハローワーク求人票を活用しなが

ら、参加者が具体的にイメージできるように促した。

また、ハローワークの求人票だけでは、新規採用が望め

ないと相談を受けた企業の求人票の実例を上げて、求職

者が注目する項目をピックアップ。欲しい人材が明確に

なっているか、自社のPR部分が抽象的な表現になってい

ないか、専門用語を使っていないか等、書き方を変えただ

けで求人数が増えた例を多々示し、「自社の魅力は伝え

ないと伝わらない。求人票は企業の履歴書。相手目線の

ものになっているかを必ず意識すること」と強調した。

さらに、「採用だけではなく、労働環境の改善や社内の

コミュニケーションの活発化も重要。人事担当だけでな

く、会社全体で考え取り組むことが大切」と締めくくった。

参加者からは「自社でもすぐに実践できる好例を教え

てもらえた」と積極的に感想や質問が飛び交い、盛況のう

ちに幕を閉じた。

求人票は“企業の履歴書”

象潟伏流水を使用したゼリーシリーズのリニューアルも検討中

各種精密部品加工の他に、

新規事業として県産業技術センターや大学と連携したアグ

リ事業や新規開発事業を行っています。50代の社員が多く、

毎年定年退職者が出ますので、先々のことを考えて新規採

用を増やしていかなければと危機感を感じていました。

自社の魅力としては、創業45年の安定性や新しい分野への

挑戦・研究と言った点を打ち出していましたが、求人票で知ら

ず知らずのうちに専門用語を使っていたり、求職者の多くが

見るであろう自社ウェブサイトを活用していなかったりと

様々な点に気がつきました。今後は、求職者が「私でも働け

るかも」と感じ取れるように仕事内容を表現し、人材確保を

進めていきたいと思います。

冨樫 晃さん
矢島小林工業株式会社

総務課 課長

参加者の声




